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図
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
出
す
と

き
は
、
チ
ラ
シ
の
下
半
分
に
書
か

れ
た
�
資
源
回
収　

北
の
沢
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
�
の
部
分
を
切
り
取
っ

て
添
え
て
も
ら
い
、
ポ
イ
捨
て
ご

み
に
間
違
わ
れ
た
り
、
依
頼
し
た

回
収
業
者
が
集
め
忘
れ
た
り
し
な

い
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
毎
年
、

学
校
行
事「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

で
バ
ザ
ー
を
開
催
。
商
品
は
地
域

の
方
々
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
や
日

用
雑
貨
な
ど
で
す
。
必
要
と
し
て

い
る
人
に
再
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
ご
み
抑
制
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
中
に
は
、

読
み
終
え
た
本
や
雑
誌
を
寄
付
す

る
子
や
買
っ
て
い
く
子
も
。

　

上
田
会
長
は
、「
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
が
リ
サ
イ

ク
ル
に
興
味
を
持
ち
、
物
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
が
は
ぐ
く
ま
れ
れ

ば
…
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

資
源
回
収
や
バ
ザ
ー
で
得
た
収

益
は
、
地
域
の
演
奏
会
や
卒
業
児

童
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
充
て
る
な

ど
、
そ
の
ま
ま
地
域
に
還
元
。
そ

う
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

へ
の
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

全
校
児
童
数
が
二
百
五
十
三
人

と
小
規
模
な
同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
理
由
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
に
密
着
し
た
地

道
な
活
動
に
あ
る
よ
う
で
す
。

◆

◆

◆

◆

　

ご
み
問
題
は
も
う
先
送
り
で
き

な
い
段
階
に
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
解
決
す
る
方
法
は
た
だ

一
つ
。
あ
な
た
自
身
が
今
す
ぐ
行

動
す
る
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
力
は
小
さ
く
て
も
、
み
ん
な
で

協
力
し
合
え
ば
、
き
っ
と
大
き
な

力
と
な
る
は
ず
。
次
の
世
代
に
大

北
の
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
藻
岩
地
区
）▲各戸に配布しているチラシ

▲

北
の
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
（　

月
１１

　

日
。
同
小
体
育
館
）

１１

・次の４品目はプラスチック収集物です。�

汚れは、水ですすぐか、軽くふき取ってから出してください。�

プラマークの付いたものは、
すべてプラスチック収集の
対象です。�
迷ったときはプラスチック
収集へ。�

平成１２年度は、札幌市の家庭から出されたプラス
チックからドラム缶（２００�）で約１万本分の油が
製造されました。�

・ペットボトルのふたは外して、「プラスチック」
または「燃えないごみ」に分別して出してください。�
注射器はごみステーションに出してはいけません。
病院に返しましょう。�

【詳細　南清掃事務所 �５８３-８６１３】�

不法投棄は犯罪行為です。絶対にやめましょう。�
田畑、空き地などの土地を所有する方は、適正
に管理し、不法投棄されない環境づくりをお願
いします。�

【詳細　不法投棄対策担当課 　２１１-２９２７】�

食料品、衣料品、日用品の袋� 弁当・惣菜類の容器、トレイ類や�
ラップ類�

豆腐・ヨーグルト・プリンなどの�
容器類�

シャンプー・リンスなどの容器類容器類�

食料品、衣料品、日用品の袋� 弁当・総菜類の容器、トレイ類や�
ラップ類�

豆腐・ヨーグルト・プリンなどの�
容器類�

シャンプー・リンスなどの容器類�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ふ
た
は�

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」へ�

金
属
製
の
ふ
た
は�

「
燃
え
な
い
ご
み
」へ�

ごみは、収集日の当日、朝８時３０分までに
出しましょう。�

　

市
で
は
、
平
成
三
年
か
ら
、
集

団
資
源
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
て
、

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

北
の
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
こ

の
支
援
制
度
が
始
ま
る
前
か
ら
自

主
的
に
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
、
回
収
量
は
区
内
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
団
体
の
中
で
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す（
約
八
万
三
千
㎏
・
平
成
十

三
年
実
績
）。

　

会
長
の 
上  
田  
恵  
二 
さ
ん
は
そ
の

う
え 

だ 

け
い 

じ

理
由
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
回
収
日
が
近
づ
く
と
、各
戸
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
そ
の
周
知
を

ご�み�減�量�と�リ�サ�イ�ク�ル�

き
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
、

あ
な
た
も
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。


